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山口大学総合科学実験センター長挨拶　

                       阿部憲孝　（大学院医学系研究科（理学系）併任）

学内８付属研究支援施設が統合され、総合科学実験センターが発足して5年目となります。総合科学実験センターは山口大学の教育研究の活性化・高度化のために良質の教育研究支援を提供する重要な使命を帯び、山口大学の今後の発展を支えるための必須の基礎部門です。また、産学連携も含めて、地域への協力･サービスによる社会貢献もセンターの大切な事項として、体制の変革を行っております。総合科学実験センターでは、柔軟で効率的な支援・運営体制を構築し、さらに信頼される技術、設備、サービスを提供して、学内外への積極的な支援を推し進めて参ります。皆様方のご理解を得て、山口大学の発展に尽くしたいと考えております。センターを有効にご利用くださることをお願い申し上げます。
分野長からの案内
（生命科学分野）生命科学分野は、吉田地区にRI 分析施設と実験動物施設、小串地区にはRI実験施設と生命科学実験施設の4施設が所属しておりますが、いずれも法律等により規制を受けておりますので、利用に当たっては法律に則った利用をお願いいたします。（山口和人）
（分析実験分野）分析実験分野では、吉田地区の機器分析実験施設と小串地区の生体分析実験施設に物理・化学分野から生命科学分野までの分析器機を備えております。本年度からの担当ですが、皆さんが有効に利用できるよう努めたいと思いますのでよろしくお願いします。（岩尾康宏）
（資源開発分野）資源開発分野では、昨年度からプロテオーム事業を開始し、蛋白質同定サービスを開始することができました。今年は、蛋白質修飾の決定方法の条件検討を始めています。また、蛋白質相互作用が簡単に検出できるベクターの開発も始めました。ぜひご期待ください。（水上洋一）
（排水処理センター）

２００６年度は、大学当局の理解を得て、吉田地区実験排水モニター施設の異常排水処理のための「活性炭およびキレート樹脂の交換」が行われました。設置後初めてのことです。これでしばらくは排水の安全管理におけるセーフガードとして機能してくれることになります。常盤地区や小串地区の部局のご協力や、センター職員の努力で、学内3地区の実験排水の監視体制がハード面では完成しつつあります。今後は、異常排水が検出された場合の対応や、異常排水の排出防止、すなわち排出者である実験者側の意識改革に取り組んでゆかねばなりません。今後さらに皆様のご理解とご協力をお願いする次第です。（右田たい子）

各施設の活動状況
（実験動物施設）実験動物施設では、昨年度に感染実験が可能となる最低限の設備である飼育ラック、小型オートクレーブ、安全キャビネット、等を導入しました。今年度も引き続き、感染実験関係の整備、通常動物飼育の整備を予定し、利用者主体で運営を行う予定です。（村田智昭）
（アイソトープ分析実験施設）密封，非密封ＲＩを利用した研究の支援業務（教育訓練，施設維持管理，ＲＩ管理）を行いました。昨年度の登録利用者は9研究室37名と一昨年度より増加し，年間実験件数も100件を越えました。

今年度も准教授 真野純一が管理室長として支援業務を行います。（真野純一）
（アイソトープ実験施設）新たにＲＩ使用を開始するグループもあり，昨年度も例年通り３６のグループからの施設利用登録を頂きました。今年度も堅実な放射線安全管理と実験支援に努めます。施設のウェブページ，メーリングリストでも情報を公開しておりますので，そちらもよろしくお願いいたします。

http://ds22.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~rikanri/（有働公一）
（生体分析実験施設）昨年度はタンパク質質量分析装置が新たに導入され、透過型電子顕微鏡、共焦点レーザー顕微鏡、フリーサイトメーターが新機種に更新されました。他の機種も含めて講習会等の開催を施設のメーリングリスト、ホームページ等を通じてお知らせしています。施設は小串地区に有りますが、吉田、常磐地区からの利用もお願いします。（有働公一）
（遺伝子実験施設）昨年度ものべ２万人近い方にご利用いただき感謝しております。昨年度は、フローサイトを用いて蛋白質リン酸化を同時に検出できるシステムが導入されました。また、自動密度勾配作成装置も導入することができ、プロテオームなどの解析に活躍しています。技術補助員として徳久義治（プロテオーム担当：山口大医・院）が着任し、北山淳子（７月から国立遺伝研）の後任として岩谷知美（熊本大エイズ研・院）を採用しました。（水上洋一）

（機器分析実験施設）各種大型機器を有しており、共同利用を通じて幅広い分野の研究に利用されています。事前講習が必要な機器もありますが、利用登録をすることにより、使用可能となります。現在、学外にも門戸を広げており、今後さらなる利用が見込まれています。例年通り、学内の教員、学生（利用登録者数575名、入館者数：15,931名）により、連日多くの機器測定が行われ、研究業績をあげています。学内の利用については従来通り支援を行います。また、学外利用や有効利用ネットワークにより、さらなる機器の効率的運用を目指します。さらに、利用者のニーズに答えられるよう、マスタープランへの要求も行っていきます。（藤井寛之）
（生命科学実験施設）生命科学実験施設は、小串地区における実験動物の飼育・管理とそれらを使用した研究を実施・支援する施設です。研究への動物使用は、昨年6月1日に「改正動物愛護法」が施行され、同時に「実験動物の新基準」、文科省による「動物実験の基本指針」、日本学術会議の「同詳細指針」が告示・施行され、現在学内規則の制定が進んでおります。今後は、これらに基づいた実験動物の使用が義務付けられますので、利用者の更なるご協力をお願いいたします。昨年度は、利用登録者数は674名、延べ入館者数26,505名、実験実施数は250を超え、1日の動物飼育ケージ数は1,800近くにまで達しました。今年度も昨年度と同様の登録と利用が見込まれますので、科学的で再現性ある研究が可能なように、施設職員一同一層の支援に努力するつもりであります。（山口和人）

（排水処理センター）

１）　無機系廃液5,313L, 有機系廃液回収量14,446L, 写真廃液回収量2,029 kgを回収し、無機系廃液の内2,374Lを学内のプラントで処理し、残りの廃液を有機、写真廃液は業者処理をした。２）実験排水モニター施設では充填材である活性炭およびキレート樹脂交換を行った。３)農学部本館の生活排水と実験系排水区分の表示貼りを行った。４)環境報告書とPRTRに関連する薬品調査を行い、薬品調査の記入講習を行った。５）実験排水２４時間pH監視記録システム一部が完成した。６）山口大学環境保全第２２号を発刊した。

今年度予定

１）実験廃液の出し方の講習会と薬品調査記入方法の説明会：既に吉田（４月２５日）、常盤（４月２３ 日）、小串地区（４月２０日）、また 吉田地区廃棄物貯蔵施設 利用説明会（５月３０日）を行い、多数の人に参加頂きました。

２）薬品管理システム（TULIP）の稼動体制を確立し、できるところから実施する。（右田たい子）

施設紹介　第３回
生体分析実験施設

　生体分析実験施設は施設長（有働）、技術職員（西村）2名の小さな施設ですが、昨年度は吉田、常磐、小串地区から182名の利用登録が有り、生物組織の研究に必要な大型機器（電子顕微鏡、タンパク質質量分析機、共焦点レーザー顕微鏡、フローサイトメーター等）や周辺機器（特に電子顕微鏡用の超薄切片作成装置一式）を有しています。本年度中にはセルソーターも導入される予定です。研究支援や各機器の講習等、個別対応可能ですので是非ご利用ください。

（有働公一）

ちょっとアドバイス第３回
遺伝子実験施設
皆さんはDNAシークエンスを行う時はどのような方法を使っていますか。意外と知られていないのがExo-SAP処理によるPCRダイレクトシークエンスです。PCR産物に酵素（２種類）を加えて３０分待つだけでシークエンス解析を行うことができます。試薬も安価で１回の反応が２００円程度。PCR産物がバンド１本になっている必要はありますが、簡単にPCR産物を同定でき、PCR反応時の変異も最小限に防ぐことができます。泳動や抽出、サブクローニングも必要ありません。酵素を加えた後のシークエンス反応は遺伝子実験施設にお任せ下さい。PCRの増幅ミスは結構ありますが、シークエンスで確認すれば安心ですよ。（水上洋一）
（参考）

http://www.jp.amershambiosciences.com/catalog/web_catalog.asp?frame5_Value=574
2006年度センターで行ったセミナー講習会等
（遺伝子実験施設）

1. リアルタイムPCR遺伝子解析セミナー　　35名
2. リアルタイム定量PCRアッセイセミナー　　17名
3. オリンパス実体蛍光顕微鏡の機器使用説明会13名
4. 第一回フローサイトメーターセミナー　　13名
5. インビトロジェンセミナー　　　　　　　15名

6. 第ニ回フローサイトメーターセミナー　　5名

（機器分析実験施設）NMR利用者講習会、旋光光度計講習会、透過型電子顕微鏡講習会、その他、各機器において，随時利用講習を行った。また、日本分析化学会中国四国支部主催第４３回分析化学講習会を理学部と共催にて行った。

（生命科学実験施設）動物使用等教育実習(8時間／日)：6回(54名)、利用者講習会(4時間／日)：12回(133名)、BS・感染講習会(約1時間／日)：６回(10名)、大学院セミナー：1回、動物慰霊祭（137名参列）

（アイソトープ実験施設）放射線安全取扱のために必要な教育訓練を行いました。所要時間は新規６時間再登録１時間半更新１時間で受講者は合計１６７名。

1. ＲＩ使用者登録教育訓練（新・再）　4月20日　受講者16名

2. ＲＩ使用者登録教育訓練（新・再）　4月25日　受講者14名

3. ＲＩ使用者登録教育訓練（新・再）　7月05日　受講者 4名

4. ＲＩ使用者登録教育訓練（新・再） 10月12日  受講者 3名

5. ＲＩ使用者登録教育訓練（新・再） 11月21日　受講者 3名

6. ＲＩ使用者登録教育訓練（新・再）　1月19日　受講者 1名

7. ＲＩ使用者登録教育訓練（更　新）　2月21日　受講者35名

8. ＲＩ使用者登録教育訓練（更　新）　3月01日　受講者56名

9. ＲＩ使用者登録教育訓練（更　新）　3月09日　受講者35名

（アイソトープ分析施設）

1. ＲＩ継続登録者のための教育訓練4月25日

2. ＲＩ継続登録者のための教育訓練7月13日

3. Ｘ線継続取扱者のための教育訓練7月13日

4. Ｘ線継続取扱者のための教育訓練7月14日

5. ＲＩ新規取扱者のための教育訓練6月30日

6. ＲＩ新規取扱者のための教育訓練7月4日

7. ＲＩ新規取扱者のための教育訓練7月13日

8. ＲＩ新規取扱者のための教育訓練2007年1月19日

（排水処理センター）廃液の出し方講習会、薬品調査の記入講習等を行った。

常盤地区　5月19日　　参加者101名

吉田地区　4月19日　　参加者92名　5月18日　参加者65名

小串地区　4月21日　　参加者23名

また、吉田地区では廃棄物貯蔵施設の利用に関する説明会を行った。

５月31日　参加者４５名

2006年度センター職員の論文

1. Funakoshi, T., Yanai, A., Shinoda, K., Kawano, M.M. Mizukami, Y., G protein-coupled receptor 30 is an estrogen receptor in the plasma membrane, Biochem. Biophys. Res. Communi. 346, 904-910 (2006) 
2. Hirata,T., Cui, J. Y., Funakoshi, T., Mizukami, Y., Ishikawa, Y., Shibasaki, F., Matsumoto, M., Sakabe, T.,  Temporal profile of genomic responses and protein synthesis in ischemic tolerance of the rat brain induced by repeated hyperbaric oxygen, Brain Res., 1130 (1) 214-222 (2007) 
3. Tsuyoshi Ishikawa, Shuji Terai, Yohei Urata, Yoshio Marumoto, Koji Aoyama, Isao Sakaida, Tomoaki Murata, Hiroshi Nishina, Koh Shinoda, Shunji Uchimura, Yoshihiko Hamamoto and Kiwamu Okita,  Fibroblast growth factor 2 facilitates the differentiation of transplanted bone marrow cells into hepatocytes. Cell Tissue Res. 323, (2), 221-231 (2006)

4. H. Fujii, I. Kawano, K. Iwafuji, Y. Sawae, K. Nagamatsu, and N. Abe, “Cycloaddition reactions of 1-aza- and 1,3-diazaazulenium 1-methylides.” Heterocycles, 70, 207-221 (2006).

5. K. Nagamatsu, E. Akiyoshi, H. Ito, H. Fujii, A. Kakehi, and N. Abe, “Reactions of 8-(triphenylphosphoimino)quinoline with aryl aldehydes and aryl isocyanates: formation of 2-aryl-4H-imidazo[4,5,1-ij]quinolines and related systems.” Heterocycles, 69, 167-178 (2006).

6. K. Nagamatsu, A. Serita, J.-H. Zeng, H. Fujii, N. Abe, and A Kakehi, “Reactions of 2-triphenylphosphoimino-1-azaazulenes with aryl isocyanates and aryl isothiocyanates.” Heterocycles, 67(1), 337-351 (2006).

編集後記

連日、国立大学の運営交付金についての報道が世間を賑わせ、研究成果を要求されることが多くなってきました。そのせいか、センターでも簡単に結果がでる機器に利用者が集まる傾向にあります。早く結果がでる方が良いのは確かですが、地道な研究の積み重ねをおろそかにしていけないのではないでしょうか。どのような雑音があっても、粘り強く研究を続けることは大切ですし、今後もそのような研究者をサポートしたいと思っています。

